
「ヒロシマから未来へ
　    核兵器のない平和な世界を目指して」
令和 4年10月30日 (日) 13 : 30～14 : 30
講師　西村  宏子 氏

◆ 平和学習講座

※受講には申込みが必要です。定員３６人

〒975-0051　福島県南相馬市原町区牛来字出口 194 　　電話：0244-23-6421　FAX：0244-24-6933

URL   https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/culture/museum/index.html

9：00～16：45（最終入館は16：00まで）
毎週月曜日
一般 400円（350円）　高校生 200 円（150円）　小中学生100 円（80 円）
　（ 　）内は 20人以上の団体料金です。　
市内および飯舘村に居住・通学する小中高生は無料。障がい者の方と付添いの方 1人、生活保護世帯の方は無料。
　（入館の際に手帳等をご提示ください）。

＊無料観覧日　１１月３日（木）　文化の日・東北文化の日

開館時間
休館日
観覧料

博物館公式 WEB

新型コロナウイルス感染症対策として マスクの着用と他のお客様との距離の確保にご協力ください。混雑時に入場をお待ちいただく場合があります。

◆ ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャンペーン）受賞

令和 4年10月29日 (土)･30日(日)
ノーベル平和賞メダル･賞状公式レプリカ展示

（東北以北初展示）

© ピースボート

9 : 00～16 : 45

（広島平和記念資料館派遣講師）
会場　博物館シアター　受講無料

会場　博物館展示ホール　観覧無料

企画展
相双地方の被爆体験を伝え継ぐ

—　証言　ヒロシマ ・ ナガサキのこと　—

令和 ４ 年１０月２２日(土) ▶ １２月１１日(日)

Ａさんが描いた被爆直後の状況（『私も証言する－ヒロシマ・ナガサキのこと－』1983）



　昭和58年（1983）、戦後38年を経て相馬地方・双葉地方在住

者が語る被爆体験談集『私も証言する―ヒロシマ・ナガサキの

こと―』が、原水爆を考える原町市民の会の編さんにより刊行

されました。ここには、20人の被爆体験談が載せられています。

広島・長崎から遠く離れた相双地方に多くの被爆者がいたこと

は驚きに値します。

　戦後70数年が経過し、戦争の生き証人である戦争体験世代が

ますます少なくなってきています。また、戦争の記憶の風化が

指摘されて久しい今日ですが、被爆体験やその後の生活体験を

通して原爆の残虐さ、戦争の悲惨さや愚かさを伝え継ぐととも

に、平和の尊さを確認する機会とします。

　以下に体験談の一部を紹介します。

主な展示資料

・ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター（広島平和記念資料館）

・10 フィート映画運動「にんげんをかえせ」ポスター、峠三吉著『原爆詩集』

・相馬地方・双葉地方在住者による被爆体験談パネル

・丸木位里・俊画「原爆の図　火（原寸大複製画）」（原爆の図　丸木美術館）

・原爆ドーム近くの元安川から採集した被爆瓦（相馬高等学校蔵）

・被爆者のテレビ番組（相馬高等学校放送局制作）　

・ＩＣＡＮ受賞ノーベル平和賞メダル・賞状公式レプリカ（ピースボート蔵）

Ｉさんが描いた長崎の被爆の状況

被爆瓦（相馬高等学校蔵）

『あの日からＳさんは桑原さんは』
©相馬高等学校

『私も証言する－ヒロシマ・ナガサキのこと－』（1983）

（『私も証言するーヒロシマ
　　　　　  ・ナガサキのことー』1983）
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新型コロナウイルス感染症対策として マスクの着用と他のお客様との距離の確保にご協力ください。混雑時に入場をお待ちいただく場合があります。


